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アセト酢酸により石灰化は増強し、 βーヒドロキシ酪酸により抑制した。 また、 ALPの遺
伝子・タンパク質発現はアセト酢酸と白”ヒドロキシ酪酸による影響を受けなかった。更に、
アセト酢酸と {3－ヒドロキシ酪酸は、ALP以外の骨芽細胞分化マーカー遺伝子の発現も変化
させなかった。このことは、ケトン体が骨芽細胞におけるALPの酵素活性を制御し、更に
石灰化を制御していることを示す。
［結論］今回の結果より、インスリン欠乏だけでなく血中ケトン体濃度の増加も骨芽細胞
の機能の変化を制御することがわかった。過去に骨代謝におけるケトン体の役割は検討さ
れていないが、今回得られた結果は、生理学的および、病理学的な状、況の両方において、ケ
トン体は骨代謝を調節する重要な内因性因子である可能性を示唆した。
